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中頓別町 建設課 
 

 

 



１．長寿命化修繕計画の目的 

 

 

1） 背景 

中頓別町が管理する橋梁数は 73 橋である、長寿命化修繕計画対象橋梁は、全

体で 73 橋となる。建設後 50 年を経過する高齢化橋梁は現在 11％みられ、10 年

後には 34％、20 年後には 63％、30 年後には 85％に達し、急速に高齢化橋梁が

増大する。 

したがって、今後、莫大な金額が見込まれる橋梁の修繕や架け替えに要する

費用に対し、可能な限りコスト縮減への取り組みが不可欠である。 

 

2） 目的 

中頓別町管理の橋梁を良好な管理の下に末永く利用していくためには、定期

点検等により橋梁の現状を正確に把握し、これまでの事後保全型対応から、予

防的な修繕や計画的な架け替えを行う予防保全型への転換を図ることにより、

道路ネットワークの安全性・信頼性を向上させ、修繕・架替えに係る費用の最

適化および縮減を図ることが重要である。これらをより効率的・具体的に実施

していくために、橋梁長寿命化修繕計画策定を行うものである。 

 

 

 

 

中頓別町策定橋梁 73 橋における建設後 50 年以上経過橋梁の占用率推移 

 

 

     

 

 

 



 

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 

 

 

 

３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

１）健全度の把握の基本的な方針 

中頓別町の立地条件や橋梁の架設年度を十分考慮して点検を実施するものとし、

その内容は「道路橋に関する基礎データ収集要領（案）」（国交省・国総研）に基づ

いて行い、橋梁の損傷を早期に把握し劣化進行程度を管理する。 

 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

橋梁を良好状態に保つため、定期点検、異常時点検の他、日常的な維持管理とし

て、橋梁を含めた道路パトロールやこまめな清掃などに努める。 

 

 

 

 

 

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

   各橋梁点検結果及び架橋環境条件等から、損傷に対し事前に劣化予測を行い、これ

らの予防的修繕の実施を徹底することにより、修繕・架替えに係る事業費の大規模化

及び高コストを回避し、ライフサイクルコストの縮減を図る。 

   詳細点検結果の基づく橋梁の健全度把握及び損傷状況に応じて橋梁長寿命化修繕計

画を見直す。 

 

 

 

 



 

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

 

別表 様式 1-2 による。 

 

 

 

 

６．長寿命化修繕計画による効果 

 

   今後 60 年の修繕・架替え工事費（予防保全型、事後保全型）を試算した結果、予防 

保全型の累計は約 27 億円、大規模補修・更新型の累計は約 82 億円となり、予防保全 

型の維持修繕を実施することにより約 55 億円のコスト縮減効果が期待出来る。 

   

 

   

    

 

 

 

 

７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

１）計画策定担当部署 

北海道 中頓別町 建設課 建設グループ  Tel 01634-6-1111 （内線 41） 

 

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

    北海学園大学 工学部 社会環境工学科  教授 杉本 博之 
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3.長寿命化修繕計画策定結果 

 

  3.1 補修優先順位の考え方 

    BMS により算出した優先順位を参考に、以下の通り補修優先順位を考える。 

なお、本長寿命化修繕計画は、橋梁長寿命化修繕事業の初期であり、事後保全・大

規模修繕型の対応が多くなる。 

 

１）点検結果による損傷程度の激しい橋梁 

２）重要部位が損傷した橋梁 

３）近くに住居や畜舎などがあり生活道路として利用頻度の高い橋梁 

   ４）支承、伸縮装置など補修時期に該当する部位でも損傷がない場合は次回検 

５）維持管理区分 C（グループ⑤）は、橋数が多く大規模補修あるいは更新で応 

すると予算の増大になるため、可能な限り補修対応とする。 

 

中頓別町 維持管理区分の決定根拠  
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73 橋 


